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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月28日(2008.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　抗体重鎖及び抗体軽鎖から成る抗体をコードする分離された核酸であ
って、配列番号３のアミノ酸配列を有する抗体重鎖をコードする第１の核酸セグメントと
、配列番号４のアミノ酸配列を有する抗体軽鎖をコードする第２の核酸セグメントと、を
有する分離された核酸。
　　【請求項２】　前記第１の核酸セグメントは配列番号１のヌクレオチド配列を有し、
前記第２の核酸セグメントは配列番号２のヌクレオチド配列を有する請求項１に記載の分
離された核酸。



(2) JP 2004-528803 A5 2008.6.19

　　【請求項３】　請求項１又は２に記載の核酸を有する発現ベクター。
　　【請求項４】　請求項３に記載の発現ベクターで形質転換され、前記発現ベクターに
よってコードされたポリペプチドを発現するようになっている宿主細胞。
　　【請求項５】　狂犬病ウイルス中和抗体の製造方法であって、請求項４に記載の宿主
細胞を培養することを含む製造方法。
　　【請求項６】　配列番号３のアミノ酸配列を有する重鎖ポリペプチドと、配列番号４
のアミノ酸配列を有する軽鎖ポリペプチドと、を有する抗体。
　　【請求項７】　（ａ）（ｉ）配列番号３のアミノ酸配列を有する抗体重鎖ポリペプチ
ドの可変領域をコードする第１のＤＮＡ配列と、（ｉｉ）ヒト重鎖定常領域をコードする
第２のＤＮＡ配列と、を有する融合遺伝子によってコードされる免疫グロブリン重鎖と、
　（ｂ）（ｉ）配列番号４のアミノ酸配列を有する抗体軽鎖ポリペプチドの可変領域をコ
ードする第１のＤＮＡ配列と、（ｉｉ）ヒト軽鎖定常領域をコードする第２のＤＮＡ配列
と、を有する融合遺伝子によってコードされる免疫グロブリン軽鎖と、
を有する抗体。
　　【請求項８】　配列番号３のアミノ酸配列を有する抗体重鎖ポリペプチドのフラグメ
ントと、配列番号４のアミノ酸配列を有する抗体軽鎖ポリペプチドのフラグメントと、を
有し、狂犬病ウイルス中和活性を有する抗体フラグメント。
　　【請求項９】　Ｆｖフラグメント、Ｆａｂフラグメント及びＦ（ａｂ’）2フラグメ
ントから成る群から選択される請求項８に記載の抗体フラグメント。
　　【請求項１０】　狂犬病ウイルスに曝露した個体を処置するための、請求項６若しく
は７に記載の抗体又は請求項８若しくは９に記載の抗体フラグメント。
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